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風
土
と
歴
史
一
筑
後
川
下
流
域
の
シ
オ
（
ア
オ
）
定
宿

シ
オ
（
ア
オ
）
は
原
始
的
な
灌
概
な
の
か
否
か

　
有
明
海
の
満
潮
時
に
筑
後
川
の
水
位
が
上
昇
す
る
。
有
明
海
の
水
位
上
昇
で
、
川
の
水
は
海
に
流
れ
出
る
こ
と
が
で
き

な
い
。
だ
か
ら
上
昇
す
る
の
で
あ
る
。
上
昇
し
た
水
は
川
の
水
、
干
満
の
あ
る
真
水
で
あ
る
。
樋
門
を
開
け
て
上
昇
し
た

真
水
を
ク
リ
ー
ク
（
ほ
り
）
に
導
水
し
、
ふ
た
た
び
樋
門
を
閉
じ
る
。
ク
リ
ー
ク
に
溜
め
ら
れ
た
水
を
、
水
車
（
み
ず
ぐ
る

ま
、
今
は
ポ
ン
プ
）
や
、
は
ね
桶
で
揚
水
す
る
。
そ
れ
が
ア
オ
取
水
と
よ
ば
れ
る
灌
漁
法
で
あ
る
。
ア
オ
は
淡
水
と
表
記
す

る
。
ア
オ
と
い
う
表
現
は
海
の
塩
水
と
川
の
真
水
が
ふ
れ
あ
う
瞬
間
に
、
真
っ
青
に
澄
み
切
る
こ
と
か
ら
の
命
名
と
い
わ

れ
て
い
る
。
海
に
近
接
し
た
地
域
の
呼
称
で
あ
る
。
学
者
、
マ
ス
コ
ミ
、
行
政
は
「
ア
オ
」
の
語
の
み
を
用
い
る
が
、
恩

恵
を
受
け
る
流
域
、
内
陸
部
で
は
シ
オ
の
言
葉
の
方
が
む
し
ろ
一
般
的
で
あ
る
。
近
世
文
書
で
も
「
汐
引
入
」
の
よ
う
に

表
現
さ
れ
て
い
る
。

　
シ
オ
（
ア
オ
）
取
り
は
干
満
差
の
大
き
な
内
海
に
面
す
る
大
河
で
行
わ
れ
る
。
か
つ
て
の
筑
後
川
は
筑
後
・
肥
前
国
境

（
福
岡
・
佐
賀
県
境
）
が
示
す
よ
う
に
、
顕
著
に
蛇
行
し
て
い
た
。
潮
汐
上
昇
地
点
ま
で
の
距
離
が
長
け
れ
ば
、
有
効
水
量

も
多
か
っ
た
。
河
川
改
修
に
よ
る
河
道
の
直
線
化
は
、
安
定
し
て
い
た
シ
オ
取
水
を
次
第
に
不
安
定
な
も
の
に
変
え
て
い

っ
た
。
か
つ
上
流
域
の
ダ
ム
建
設
、
下
流
域
で
の
筑
後
川
大
堰
建
設
は
豊
富
な
筑
後
川
の
流
量
を
漸
次
減
少
さ
せ
て
い
っ

た
。
絶
対
に
塩
水
が
混
じ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
地
域
に
も
、
微
量
の
塩
分
濃
度
が
検
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九

六
年
筑
後
川
大
堰
か
ら
の
水
利
へ
の
切
り
替
え
が
計
画
さ
れ
た
（
「
朝
雲
新
聞
」
一
九
九
六
・
六
・
三
朝
刊
・
福
岡
版
）
。
数
年
を
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自
．
欄
圓
・
裟
躍

諺
舅

嫡
羅
鋤
圃
課
窮

1996年（平成8隼｝6月3B 月躍臼

L，．

哲
い

●誓通の状態（川の水位が低く、取水不龍）

’

remaノ卿

（Gダ予3）

●溝潮の状態（水位が高く、取水可能）

軸
噸
職
近
代
的
導
水
に
転
換

」

　
福
岡
・
佐
賀
両
県
に
ま
た
が
る
筑
後
桝
下

流
域
で
、
有
明
海
の
手
満
二
恩
利
用
し
た

「
ア
オ
（
淡
水
）
取
水
」
が
、
今
禦
の
欄
植

え
シ
ー
ズ
ン
入
り
を
待
た
ず
に
姿
を
消
す
見

込
み
と
な
っ
た
。
農
林
水
盛
劣
と
水
資
遜
開

鞘
公
団
に
よ
る
筑
後
川
下
流
土
地
改
婁

で
、
近
代
的
な
導
水
が
滋
繕
か
ら
始
ま
る
た

め
だ
。
ζ
の
地
方
独
特
の
水
利
形
態
に
地
元

の
農
家
か
ら
「
貴
重
な
農
業
文
化
の
獲
央

だ
」
と
惜
し
む
声
が
出
て
い
る
。

有
明
海
の
ギ
満
蓬
は
約
六

七
。
大
潮
の
潤
潮
時
に
は
比
臓

の
明
い
灘
水
が
川
水
老
上
流
世

事
（
久
留
米
市
付
近
）
ま
で

齢
し
上
げ
る
。
こ
の
舐
火
な
逆

流
現
象
を
生
か
し
た
の
が
ア
オ

取
水
だ
。

満
潮
に
な
る
と
筑
後
川
の
水

繊
が
上
が
り
、
流
域
の
轟
轟
に

般
け
た
水
門
を
開
け
、
逆
流
し

海
ア
ォ
を
ク
リ
ー
ク
に
た
め

る
。
海
水
が
混
じ
り
…
…
す
と
、

細
い
水
路
で
つ
な
が
る
樋
門

（
ひ
も
ん
）
と
曄
は
れ
る
水
門

老
園
じ
る
。
井
樋
番
（
い
び
は

ん
）
と
呼
は
れ
る
鳳
蟹
り
が
夜

を
懲
し
て
水
色
や
泡
立
ち
、
昧

を
見
守
る
。

樋
門
な
ど
の
取
氷
口
は
璽
黙

で
百
九
十
瓢
置
所
あ
り
、
三
年

ま
で
は
二
万
診
の
水
田
で
農
家

一
万
纂
剰
円
し
て
い
た
。

　
騒
然
の
力
老
利
用
し
た
ア
オ

は
低
コ
ス
ト
で
済
む
面
起
、
①

添
水
で
川
の
流
鴬
が
滅
る
と
塩

分
が
増
え
る
②
複
雑
な
ク
リ
ー

ク
と
水
門
轡
理
が
野
饗
で
大
蜘

無
常
縫
に
不
向
き
、
な
ど
の
欠

点
が
あ
っ
た
。

　
農
水
省
な
ど
は
㎞
九
七
六

卑
、
　
「
農
築
近
代
穐
」
嬉
理
田

に
、
筑
後
射
せ
き
か
ら
の
｝
揃

取
水
へ
の
切
り
嚇
え
を
決
め
、

筑
後
川
下
流
土
地
改
艮
嚢
翫

蔚
煙
し
た
。
二
午
億
円
を
費
や

し
、
今
隼
か
ら
嵩
年
間
の
試
鮫

苅
水
が
始
ま
る
。

　
ア
オ
取
水
を
や
め
る
こ
と

に
、
農
家
の
衷
情
は
さ
ま
き
ま

だ
。
「
遅
ず
ぎ
た
ほ
ど
で
、
四

顧
だ
っ
た
輪
と
宴
ぶ
の
は
、
河

口
近
く
の
大
野
呈
地
改
爆
区

（
福
岡
県
毒
）
。
下
流
ほ

ど
掲
水
蒔
に
塩
分
が
濃
く
な

り
、
岡
区
で
は
一
暉
無
の
渇
水

で
収
穫
が
半
減
し
た
。

　
一
方
、
上
流
部
に
は
溝
う
意

蝿
も
あ
る
。
佐
賀
県
三
根
町
の

尊
田
良
昭
。
浜
田
水
利
組
舎
長

は
「
ア
オ
は
先
祖
か
ら
受
け
つ

い
だ
農
家
の
知
悪
。
下
流
と
遠

っ
て
堤
分
も
な
く
、
や
め
る
理

宙
が
な
い
」
と
購
す
。

農
水
省
の
宜
藁
を
、
小
傘
の

農
家
は
「
奮
に
真
水
が
宏
建

ヨ
ぎ
こ
　
ホ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ヨ
ま

供
給
さ
れ
る
か
見
開
め
北
い
」

（
筑
蓬
）
と
半

鱈
蓮
疑
の
傍
で
鍼
て
い
る
。
そ

の
た
め
、
ア
オ
の
慣
行
水
利
楢
一

を
持
つ
農
象
団
体
の
約
三
分
の

二
は
、
賦
験
通
水
の
期
間
中
は

水
利
柑
の
放
爽
に
応
じ
な
い
方

針
だ
。

朝日新聞（福岡版）の記事図18
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経
て
、
流
域
農
民
は
す
べ
て
こ
の
慣
行
水
利
権
の
放
棄
に
同
意
し
た
と
い
う
。

政
措
置
に
よ
っ
て
廃
止
さ
れ
た
。

長
い
歴
史
を
持
つ
シ
オ
（
ア
オ
）
は
、
行

※
　
佐
賀
県
三
根
郡
三
根
町
・
神
埼
郡
千
代
田
町
や
対
岸
の
福
岡
県
三
潴
郡
城
島
町
な
ど
、
ま
た
武
雄
盆
地
で
は
、
ア
オ
と
は
い
わ
ず
、
シ
オ

　
と
い
っ
て
お
り
、
古
文
書
に
も
「
汐
」
「
潮
」
、
「
汐
入
」
と
表
記
さ
れ
る
。
古
文
書
に
見
え
る
「
汐
」
の
言
葉
の
方
が
、
受
益
地
域
で
は
一

般
的
な
用
法
だ
っ
た
が
、
上
下
す
る
真
水
を
指
し
た
。
「
ア
オ
」
は
海
に
近
く
、
海
水
と
淡
水
が
混
じ
る
地
域
で
の
呼
称
で
あ
る
。
そ
れ
は

筑
後
川
流
域
で
も
唯
一
、
河
ロ
ー
カ
所
の
み
で
み
ら
れ
た
現
象
に
由
来
す
る
。
河
口
を
離
れ
て
内
陸
で
も
行
わ
れ
る
淡
水
取
水
域
は
、
水
位

　
が
上
昇
し
た
河
川
の
真
水
を
取
る
。
そ
こ
で
は
上
下
す
る
真
水
を
シ
オ
と
よ
ぶ
。
同
じ
原
理
で
の
灌
概
方
法
で
は
あ
る
が
、
ア
オ
と
呼
ぶ
地

域
に
は
不
安
定
性
、
困
難
性
が
あ
る
。
シ
オ
と
呼
ぶ
地
域
で
は
安
定
し
た
灌
悪
法
で
困
難
性
は
な
い
。
本
稿
で
は
「
ア
オ
」
の
呼
称
は
一
部

　
の
地
域
で
使
わ
れ
る
特
異
な
も
の
で
、
安
定
し
た
取
水
が
可
能
な
地
域
で
は
「
シ
オ
」
と
呼
ん
だ
と
考
え
た
。
従
来
の
研
究
上
の
誤
解
を
と

く
た
め
に
も
、
下
流
域
で
の
淡
水
取
水
に
つ
い
て
は
極
力
「
シ
オ
」
の
呼
称
の
方
を
採
用
し
、
河
口
・
海
岸
部
で
の
淡
水
取
水
は
「
ア
オ
」

　
の
呼
称
を
用
い
て
、
区
別
す
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
シ
オ
（
ア
オ
）
は
高
度
で
新
し
い
灌
概
技
術
な
の
か
、
そ
れ
と
も
原
始
的
な
灌
慨
技
術
な
の
か
。
シ
オ
取
水
に
は
井
樋

に
よ
る
貯
水
作
業
と
そ
こ
か
ら
の
揚
水
用
旦
ハ
が
必
要
と
な
る
。
揚
水
具
に
つ
い
て
い
え
ば
大
正
期
・
昭
和
初
期
ま
で
使
わ

れ
て
い
た
万
右
衛
門
水
車
は
近
世
中
期
、
安
永
六
年
（
一
七
七
七
）
に
発
明
さ
れ
た
も
の
と
い
う
。
し
た
が
っ
て
こ
う
し

た
技
術
や
道
具
に
依
拠
す
る
シ
オ
灌
概
自
体
は
近
世
の
所
産
と
な
る
。
し
か
し
万
右
衛
門
水
車
が
な
く
と
も
、
そ
れ
以
前

か
ら
シ
オ
は
取
水
で
き
て
お
り
、
ま
た
灌
概
も
で
き
た
。

筑
後
川
左
岸
、
三
瀦
庄
で
の
見
通
し

　
私
は
前
著
『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』

二
九
九
五
）
に
お
い
て
、
シ
オ
（
ア
オ
）
は
原
始
的
な
灌
瀧
で
あ
っ
て
、
わ
が
国
で

エ2エ



も
既
に
古
代
中
世
に
は
定
着
し
て
い
た
こ
と
、
初
期
に
は
自
然
河
川
（
筑
後
川
の
ア
オ
が
流
入
す
る
低
地
小
河
川
）
で
あ
る

「
江
湖
」
を
利
用
し
て
シ
オ
灌
概
を
行
っ
て
い
た
こ
と
、
「
江
湖
」
が
や
が
て
ポ
リ
（
ク
リ
ー
ク
）
と
し
て
整
備
さ
れ
て
、

貯
水
能
力
が
向
上
し
、
灌
概
面
積
が
拡
が
っ
て
い
っ
た
、
と
い
う
見
通
し
を
立
て
た
。
そ
の
根
拠
は
ま
ず
「
松
浦
山
代
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
み
ず
ま

書
」
だ
っ
た
。
筑
後
国
三
瀦
庄
の
耕
地
と
し
て
、
中
世
の
文
献
に
登
場
す
る
地
域
と
地
名
の
多
く
が
シ
オ
取
水
地
域
に
も

　
　
　
　
　
　
　
し
ら
が
き
　
　
は
ち
い
ん
　
　
き
　
さ
　
き

み
え
る
。
例
え
ば
白
旗
、
八
三
、
木
佐
木
な
ど
は
い
ず
れ
も
典
型
的
な
ク
リ
ー
ク
地
帯
で
、
村
の
う
ち
筑
後
川
に
近
い
部

分
が
シ
オ
吾
等
地
域
で
あ
る
。
直
作
や
地
頭
方
の
よ
う
な
今
日
に
現
存
す
る
中
世
地
名
、
ま
た
各
古
文
書
に
登
場
す
る
中

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
じ
か
た
は
ん
れ
い
ろ
く

世
耕
地
地
名
が
い
ま
も
ク
リ
ー
ク
地
帯
に
残
る
。
そ
う
し
た
こ
と
を
根
拠
と
し
た
。
つ
ぎ
に
近
世
の
『
地
方
凡
例
録
』
中

の
記
事
も
根
拠
と
し
た
。
筑
後
国
三
瀦
郡
の
出
身
で
あ
る
大
石
久
敬
の
著
作
で
あ
る
。
即
ち
久
敬
は
「
こ
の
地
方
で
は
溝

渠
〈
＊
ク
リ
ー
ク
〉
が
長
く
発
達
し
て
い
る
が
、
水
車
は
使
わ
ず
打
桶
を
使
う
。
備
前
で
は
水
車
が
普
及
し
て
い
る
よ
う

だ
が
、
久
留
米
藩
で
は
導
入
に
失
敗
し
た
。
何
事
も
慣
れ
な
い
こ
と
は
真
似
し
な
い
の
が
よ
い
」
と
い
っ
て
い
る
。
そ
の

記
述
か
ら
は
、
近
世
後
期
に
お
け
る
揚
水
旦
ハ
の
発
達
以
前
よ
り
、
こ
の
地
方
に
は
ク
リ
ー
ク
が
多
く
存
在
し
て
い
た
こ
と
、

打
桶
だ
け
で
も
揚
水
が
可
能
だ
っ
た
こ
と
、
が
導
き
出
せ
る
。
梅
雨
時
に
観
察
し
て
み
る
と
、
用
水
路
の
高
さ
と
ほ
と
ん

史
料
　
『
地
方
凡
例
録
』

　
　
（
著
者
大
石
久
敬
は
も
と
筑
後
国
三
瀦
郡
城
島
村
の
庄
屋
だ
っ
た
が
、

宝
暦
四
年
（
一
七
五
四
）
、
国
を
捨
て
て
流
浪
し
た
。
）

　
去
な
が
ら
筑
後
国
三
瀦
郡
は
高
十
五
万
石
の
処
、
一
円
の
平
地
に
て
山
は
勿
論
丘
・
草
刈
場
等
も
な
く
、
田
一
面
に
て
屋
敷

　
　
ウ
リ
　
ナ
ス
　
　
　
　
ザ
ツ
ジ
ハ
タ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
ま
く

内
に
瓜
・
茄
子
な
ど
を
作
る
雑
事
畑
少
々
あ
る
計
り
に
て
、
土
地
に
高
下
な
く
、
用
水
に
引
取
べ
き
小
川
も
な
く
、
偶
々
川

あ
る
処
も
汐
の
差
引
あ
り
て
、
其
上
岸
高
く
し
て
用
水
に
は
成
ら
ず
、
地
面
に
高
低
な
け
れ
ば
水
の
流
る
〉
こ
と
も
な
し
、
越

後
国
蒲
原
郡
な
ど
も
、
畑
は
な
く
し
て
田
一
面
の
処
な
れ
ど
も
、
之
は
用
水
有
て
引
水
な
り
、
筑
後
国
の
用
水
堀
は
幅
の
広
き

エ226風土と歴史



処
は
十
間
余
、
狭
き
処
に
て
も
五
六
間
位
、
長
さ
ハ
一
里
も
二
里
も
続
き
、
村
中
竪
横
に
幾
筋
も
あ
り
て
、
他
村
の
堀
に
も
続

　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ノ
モ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
ヌ
シ

＜
、
手
函
其
田
≧
の
田
頭
に
附
た
る
田
主
の
持
分
に
し
て
、
水
底
に
堰
を
立
て
堀
を
極
め
置
き
、
田
毎
に
水
口
と
て
汲
上
る
処

を
持
へ
置
、
水
一
斗
六
七
升
を
入
る
〉
薄
板
の
底
愕
き
桶
の
、
口
と
底
と
に
綱
を
二
筋
宛
両
方
に
立
て
、
二
人
水
口
の
左
右
へ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ネ

分
り
、
両
方
よ
り
堀
へ
打
込
ミ
水
を
一
盃
入
れ
田
へ
刎
上
る
な
り
、
尤
も
仕
出
ず
し
て
引
出
来
ざ
る
業
な
り
、
又
土
用
手
な
れ

　
ヨバ
生
水
と
て
夜
九
つ
頃
よ
り
起
出
、
日
の
出
る
比
ま
で
に
汲
上
、
渇
水
に
な
れ
バ
堀
底
水
面
よ
り
田
ま
で
一
丈
余
も
あ
り
、
夫

を
一
度
に
三
百
桶
も
汲
上
る
こ
と
に
て
甚
だ
骨
の
折
れ
る
業
な
り
、
夫
よ
り
朝
飯
を
食
し
田
の
草
を
取
り
昼
の
内
一
時
余
休
み
、

又
夕
方
水
を
汲
む
、
肥
前
国
に
も
同
様
の
首
肯
研
く
見
ゆ
、
こ
れ
は
大
国
に
付
廿
万
石
ほ
ど
も
あ
り
、
筑
前
も
肥
前
に
隣
り
た

る
処
は
汲
水
の
場
処
見
ゆ
、
右
体
の
処
は
何
れ
屋
敷
内
に
あ
る
裏
畑
の
外
、
粟
・
稗
・
黍
・
蕎
麦
・
諸
等
を
作
る
べ
き
畑
地
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ウ
ゲ
サ
ク

向
な
く
、
夫
食
ハ
米
と
麦
計
り
也
、
尤
も
田
は
両
毛
作
に
付
、
稲
の
跡
へ
麦
・
菜
種
な
ど
を
田
に
仕
付
る
な
り
、
依
て
享
保
十

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ワ
セ
　
ヲ
ク
テ
　
　
　
　
　
　
　
　
ク
ヒ

七
子
年
西
国
慰
労
飢
饅
の
節
、
稲
作
早
・
晩
と
も
残
ら
ず
喰
尽
し
、
一
粒
も
収
納
せ
ず
し
て
夫
食
な
く
、
領
主
の
救
ひ
も
手
に

　
　
　
　
タ
イ
ソ
ウ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
キ
ハ

及
び
難
く
大
造
の
餓
死
人
あ
り
た
り
、
又
上
方
・
中
国
筋
に
て
田
地
の
際
に
井
戸
彩
し
く
あ
り
、
之
は
田
の
用
水
に
て
は
な
く

畑
へ
掛
る
用
水
な
り
、
又
中
国
の
内
に
て
も
筑
後
・
肥
前
な
ど
の
様
に
引
水
な
く
雪
水
を
汲
上
る
処
も
あ
る
由
、
然
れ
ど
も
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヒ
シ
ヤ
ク

は
多
く
踏
車
と
て
、
小
さ
き
水
車
の
様
に
し
て
羽
根
を
柄
杓
の
如
く
作
り
、
田
の
水
口
へ
移
す
、
城
州
淀
川
の
水
を
水
車
に
て

　
　
　
ハ
ネ
コ

城
内
へ
刎
込
む
様
な
る
も
の
な
り
、
先
年
右
の
踏
車
は
人
夫
の
掛
り
も
少
な
く
、
利
生
宜
し
く
見
ゆ
る
に
付
、
久
留
米
侯
に
て

其
仕
方
に
馴
れ
た
る
中
国
浪
人
を
抱
へ
、
領
主
の
入
用
を
以
て
車
を
数
多
持
へ
半
々
へ
渡
し
、
等
方
等
を
右
の
者
巡
糾
し
て
教

へ
、
田
毎
に
仕
掛
た
る
処
、
水
は
柄
杓
に
て
入
り
田
に
も
移
れ
ど
も
、
桶
に
て
汲
上
る
に
は
遥
か
に
劣
り
、
悉
く
田
方
渇
水
に

　
　
カ
ン
ソ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ゾ
ツ

な
り
旱
損
せ
し
に
付
、
百
姓
挙
て
願
上
踏
車
を
止
て
元
の
汲
水
に
簸
た
り
、
（
中
略
）
農
事
ハ
古
来
よ
り
其
国
其
処
に
て
仕
来

り
た
る
こ
と
を
止
め
、
他
所
の
真
似
を
し
て
は
決
し
て
出
来
ざ
る
者
と
み
え
た
り
、

注
　
夜
九
つ
は
十
二
時
。
一
丈
は
約
三
メ
ー
ト
ル
。
一
時
は
二
時
間
。
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ど
比
高
差
の
な
い
水
田
も
多
い
こ
と
に
気
づ
く
。
こ
う
し
た
田
で
は
労
力
も
少
な
く
て
す
ん
だ
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ほ
か
に

も
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
パ
サ
ン
ス
ル
ッ
ト
、
紅
河
（
ホ
ン
ハ
）
デ
ル
タ
の
逆
水
血
忌
な
ど
東
南
ア
ジ
ア
各
地
の
潮
汐
利
用
の

灌
概
の
あ
り
方
と
、
交
趾
（
コ
ウ
チ
）
の
雛
田
等
、
文
献
に
見
え
る
そ
の
歴
史
な
ど
を
ふ
ま
え
た
考
察
結
果
で
も
あ
る
。

し
か
し
こ
の
見
解
に
対
し
、
東
南
ア
ジ
ア
史
の
研
究
者
で
あ
る
桜
井
由
躬
黒
氏
よ
り
口
頭
で
で
は
あ
っ
た
が
、
ア
オ
（
シ

オ
）
は
高
等
な
技
術
に
よ
っ
て
塩
分
の
混
じ
ら
な
い
、
真
水
を
取
水
し
て
お
り
、
決
し
て
原
始
的
な
灌
概
で
は
な
い
と
い

う
反
論
を
い
た
だ
い
た
。
ま
た
一
般
的
に
は
地
理
学
者
な
ど
の
な
か
に
は
ア
オ
（
シ
オ
）
は
難
し
い
技
術
だ
と
考
え
ら
れ

る
方
が
多
い
よ
う
に
も
見
受
け
る
。
そ
こ
で
、
以
下
で
は
再
度
シ
オ
灌
概
を
地
理
的
角
度
、
及
び
歴
史
的
角
度
か
ら
検
討

し
、
前
著
の
見
通
し
の
確
認
と
補
強
を
行
い
た
い
。

エ246風土と歴史

シ
オ
（
ア
オ
）
の
地
理
性
　
そ
の
一
1
下
流
と
上
流

　
最
初
に
考
え
た
い
こ
と
は
、
近
年
の
シ
オ
（
ア
オ
）
取
水
廃
止
、
す
な
わ
ち
筑
後
川
大
堰
か
ら
の
導
水
へ
の
切
り
替
え

（
農
業
用
水
の
有
料
化
）
に
当
た
っ
て
、
早
期
に
賛
成
し
た
の
が
最
下
流
域
、
河
口
近
く
の
人
々
で
あ
り
、
廃
止
に
は
消
極

的
で
シ
オ
の
維
持
を
主
張
し
た
の
が
三
根
町
な
ど
下
流
（
中
流
）
域
の
人
々
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
見
解
の

差
は
も
ち
ろ
ん
現
地
の
聞
取
調
査
で
も
確
認
で
き
る
。
同
じ
筑
後
川
の
流
域
で
あ
っ
て
も
、
真
水
が
豊
富
で
安
定
し
て
シ

オ
（
ア
オ
）
を
取
水
で
き
る
地
域
と
、
逆
に
海
に
近
い
た
め
塩
分
が
濃
く
、
と
り
わ
け
旱
越
の
渇
水
時
に
は
、
高
度
で
熟

練
し
た
技
術
が
な
け
れ
ば
取
水
で
き
な
い
不
安
定
地
域
と
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
シ
オ
（
ア
オ
）
に
つ
い
て
は
流
域
で
も
取

水
が
容
易
な
と
こ
ろ
と
、
高
度
な
技
術
が
な
け
れ
ば
困
難
な
と
こ
ろ
と
の
両
方
が
あ
っ
た
。
こ
の
地
理
的
要
件
は
歴
史
的

発
展
に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
時
代
の
流
れ
を
逐
っ
て
容
易
な
と
こ
ろ
が
最
初
に
開
発
さ
れ
、
順
次
、
取
水
が
困



難
な
地
域
に
開
発
が
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
よ
う
に
い
え
る
は
ず
だ
か
ら
で
あ
る
。

　
た
だ
し
こ
う
し
た
地
域
性
に
も
当
然
歴
史
的
な
諸
要
素
の
反
映
は
あ
る
。
塩
害
が
出
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
近
年
の
動

向
で
い
え
ば
、
ダ
ム
や
大
堰
の
建
設
に
よ
る
水
量
の
減
少
が
大
き
い
。
ま
た
塩
分
に
敏
感
な
イ
チ
ゴ
栽
培
へ
の
転
換
も
要

因
で
あ
る
。
近
世
以
降
の
筑
後
川
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
の
影
響
は
と
り
わ
け
大
き
い
。
か
つ
て
の
筑
後
川
は
蛇
行
し
て
い

た
。
下
流
の
例
で
い
っ
て
も
、
佐
賀
江
の
合
流
点
か
ら
河
口
ま
で
は
、
蛇
行
し
て
五
つ
ほ
ど
の
屈
曲
点
を
経
由
し
て
い
た
。

今
は
一
直
線
で
あ
る
。
上
流
の
三
根
町
で
は
な
お
さ
ら
、
道
海
島
、
浮
島
、
芦
塚
な
ど
、
今
は
筑
後
川
右
岸
と
し
て
佐
賀

県
と
地
続
き
に
な
っ
て
い
る
福
岡
県
分
の
蛇
行
地
点
を
経
て
、
延
々
と
真
水
が
上
昇
し
た
。
ち
な
み
に
河
口
か
ら
久
留
米

市
内
に
あ
る
鹿
児
島
本
線
J
R
鉄
橋
ま
で
を
、
旧
河
道
で
あ
る
県
境
の
長
さ
で
計
測
す
る
と
、
五
〇
・
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

現
河
道
の
長
さ
を
計
測
す
る
と
、
二
七
・
○
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
、
二
倍
近
い
長
さ
が
あ
っ
た
。

　
蛇
行
、
屈
曲
が
多
い
ほ
ど
、
内
陸
部
の
潮
汐
水
位
は
上
が
る
と
い
う
。
排
水
さ
れ
に
く
い
か
ら
で
あ
ろ
う
。
六
角
川
の

場
合
、
近
世
に
八
丁
や
下
潟
の
蛇
行
部
を
切
断
し
て
直
線
河
道
化
し
た
。
そ
の
際
、
上
流
橘
村
（
武
雄
市
）
で
は
、
コ
里

ば
か許
り
も
潮
（
※
内
陸
部
で
の
ア
オ
の
呼
称
が
潮
）
が
行
か
な
く
な
っ
た
」
と
い
わ
れ
て
い
る
（
『
佐
賀
県
干
拓
史
』
三
二
九
頁
）
。
蛇

行
が
あ
る
か
ら
こ
そ
シ
オ
が
上
っ
た
。

　
蛇
行
し
て
い
た
の
は
本
流
だ
け
で
は
な
い
。
筑
後
川
に
注
ぎ
こ
む
各
支
流
、
佐
賀
江
も
城
津
川
も
田
手
川
も
井
柳
川
も
、

全
て
が
蛇
行
し
て
い
た
。
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
さ
れ
た
現
在
か
ら
較
べ
れ
ば
、
塩
分
は
ほ
と
ん
ど
河
口
部
に
と
ど
ま
る
も
の

だ
っ
た
と
い
え
る
。
満
潮
時
の
水
位
も
、
干
潮
時
の
水
位
も
、
ま
た
干
満
の
影
響
を
受
け
る
標
高
自
体
も
、
昔
も
今
も
同

じ
で
あ
る
。
そ
の
同
じ
場
所
、
水
が
上
昇
し
う
る
標
高
に
た
ど
り
着
く
ま
で
の
距
離
は
、
昔
の
方
が
は
る
か
に
長
い
。
水

の
流
れ
る
時
間
は
今
の
二
倍
も
か
か
り
、
塩
の
混
じ
っ
た
毒
水
は
遙
か
下
流
、
河
口
部
で
阻
止
さ
れ
て
、
上
流
に
ま
で
上

125



っ
て
く
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
流
域
の
大
半
は
、
い
か
な
る
旱
越
に
も
塩
害
を
受
け
な
い
安
全
圏
内
に
あ
っ
た
。

　
ア
オ
（
シ
オ
）
は
歴
史
的
に
は
昔
の
方
が
取
り
や
す
か
っ
た
。
ア
オ
の
上
っ
て
く
る
川
の
水
を
舐
め
て
塩
分
濃
度
を
見

る
井
樋
番
の
し
ぐ
さ
が
、
よ
く
映
像
や
写
真
で
紹
介
さ
れ
る
。
こ
れ
が
ア
オ
（
シ
オ
）
の
特
色
の
よ
う
に
思
わ
れ
が
ち
だ

が
、
実
は
最
下
流
域
で
の
行
為
で
あ
っ
て
、
後
述
す
る
よ
う
に
近
世
の
干
拓
地
で
の
話
で
あ
る
。
画
像
イ
メ
ー
ジ
の
も
つ

強
烈
さ
は
、
あ
た
か
も
そ
れ
が
ア
オ
（
シ
オ
）
取
り
に
お
け
る
一
般
的
現
象
で
あ
る
か
の
よ
う
に
、
人
々
を
、
そ
し
て
研

究
者
を
…
錯
覚
さ
せ
て
き
た
。

　
ア
オ
と
い
え
ぼ
下
層
に
海
水
が
き
て
、
上
層
に
真
水
が
載
る
構
造
（
「
く
さ
び
構
造
」
）
が
図
示
さ
れ
る
。
そ
の
上
水
（
う

わ
み
ず
）
を
と
る
も
の
が
ア
オ
だ
と
、
し
ぼ
し
ば
説
明
さ
れ
て
き
た
。
比
重
差
に
よ
る
も
の
だ
が
、
じ
つ
は
こ
う
し
た

「
く
さ
び
」
構
造
現
象
が
起
き
る
地
域
も
、
ア
オ
（
シ
オ
）
取
水
地
域
の
中
で
は
最
下
流
の
一
部
で
あ
る
。
海
と
川
と
の
接

点
は
常
に
移
動
し
て
い
る
。
干
潮
時
に
は
お
よ
そ
六
キ
ロ
沖
合
に
接
点
は
後
退
す
る
。
こ
の
と
き
干
満
差
（
四
・
六
メ
ー
ト

ル
）
の
分
が
落
差
に
な
る
か
ら
、
一
〇
〇
メ
ー
ト
ル
で
一
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
の
落
差
の
川
に
な
る
。
一
般
的
な
平
野
部

の
農
業
用
水
の
勾
配
と
ほ
ぼ
同
じ
か
、
そ
れ
よ
り
も
や
や
き
つ
い
勾
配
で
あ
り
、
流
れ
は
速
い
。
川
の
水
深
を
考
え
て
も
、

干
潮
時
、
干
潟
内
の
川
（
タ
オ
、
ミ
オ
）
を
流
れ
る
の
は
真
水
で
あ
る
。
満
ち
か
け
れ
ば
海
と
川
の
接
点
が
移
動
し
、
高
さ

も
上
昇
す
る
。
つ
ま
り
真
水
と
海
水
の
接
点
も
、
海
岸
線
と
と
も
に
動
く
。
そ
の
接
点
は
振
り
子
で
あ
る
。
六
時
間
か
け

て
や
っ
と
奥
ま
で
た
ど
り
着
い
て
も
、
ま
た
す
ぐ
に
後
退
が
始
ま
る
の
だ
。
海
水
（
上
層
部
の
海
水
）
が
た
ど
り
着
き
う
る

場
所
は
、
干
拓
が
な
さ
れ
る
以
前
の
旧
海
岸
線
近
辺
ま
で
だ
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

　
海
水
は
真
水
に
遮
ら
れ
、
真
水
は
海
水
に
遮
ら
れ
る
。
海
の
力
は
強
い
が
、
水
量
豊
富
な
川
で
あ
れ
ば
、
海
水
が
内
陸

に
進
入
す
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
。
上
下
す
る
海
は
巨
大
な
天
然
の
ダ
ム
堰
で
あ
る
。
本
流
と
そ
の
支
流
で
あ
る
江
湖
、

エ266風土と歴史



そ
し
て
ク
リ
ー
ク
に
、
真
水
が
ダ
ム
ア
ッ
プ
さ
れ
た
。

　
し
た
が
っ
て
中
流
の
シ
オ
灌
慨
地
域
で
塩
分
が
混
じ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
は
、
物
理
的
に
絶
対
に
生
じ
得
な
い
。
三
根

町
で
も
西
島
の
古
老
た
ち
は
、
そ
ん
な
こ
と
は
一
度
も
な
か
っ
た
と
い
っ
て
い
た
。

　
筑
後
川
ほ
ど
の
大
河
で
は
、
大
量
の
川
の
水
に
遮
ら
れ
て
、
塩
水
（
塩
分
を
含
む
水
）
が
上
流
に
遡
る
こ
と
は
あ
り
え
な

か
っ
た
。
し
か
し
近
世
の
干
拓
地
で
あ
る
大
詫
間
島
な
ど
、
よ
り
海
（
河
口
）
に
近
接
し
た
地
域
で
は
塩
分
が
混
じ
り
や

す
く
、
ア
オ
取
水
に
は
さ
ま
ざ
ま
に
高
度
な
技
術
を
必
要
と
し
た
。
旱
越
年
に
は
ア
オ
（
シ
オ
）
取
水
が
困
難
に
な
る
こ

と
も
あ
っ
た
。
三
根
町
で
も
下
流
に
近
い
東
津
地
域
で
は
井
柳
川
（
筑
後
川
旧
河
道
）
か
ら
シ
オ
を
取
る
が
、
一
九
九
四
年

（
平
成
六
年
）
の
大
旱
越
に
は
塩
分
が
上
が
っ
て
シ
オ
は
取
れ
な
か
っ
た
。
河
道
の
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
に
加
え
、
ダ
ム
や
大

堰
に
よ
り
筑
後
川
の
水
量
が
減
り
、
水
位
が
低
下
し
た
。
そ
の
た
め
下
流
域
で
も
塩
害
が
生
じ
や
す
く
な
っ
て
い
る
。
む

ろ
ん
近
年
に
な
っ
て
か
ら
の
現
象
で
あ
る
。

シ
オ
（
ア
オ
）
の
地
理
性
　
そ
の
2
i
筑
後
川
最
下
流
、
河
口
一
帯

　
筑
後
川
最
下
流
、
河
口
の
村
を
訪
ね
て
み
よ
う
。
河
口
の
村
は
、
例
え
ば
佐
賀
県
川
副
町
の
大
詫
間
で
も
、
諸
富
町
の

石
塚
で
も
、
海
水
お
よ
び
高
潮
無
血
の
水
の
進
入
を
防
ぎ
、
か
つ
ア
オ
（
シ
オ
）
取
り
も
で
き
る
ド
ト
ロ
と
い
う
装
置
を
、

昭
和
初
中
期
ま
で
使
用
し
て
い
た
。
大
詫
間
は
筑
後
川
と
そ
の
分
流
で
あ
る
早
津
江
川
に
挟
ま
れ
た
島
で
、
有
明
海
に
も

っ
と
も
近
接
し
た
村
で
あ
る
。
そ
の
標
高
は
ニ
メ
ー
ト
ル
前
後
。
干
潮
時
は
陸
地
（
干
潟
）
だ
が
、
干
満
差
は
六
メ
ー
ト

ル
あ
る
と
い
う
。
満
潮
位
が
標
高
三
メ
ー
ト
ル
に
ま
で
上
が
っ
て
く
る
大
潮
の
時
に
は
、
自
然
の
ま
ま
な
ら
海
の
底
。
だ

か
ら
大
詫
間
は
慶
長
国
絵
図
に
は
記
さ
れ
て
お
ら
ず
、
正
保
国
絵
図
に
初
め
て
登
場
す
る
。
典
型
的
な
近
世
干
拓
の
村
で
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表3　筑後川下流域の干満差

　（旧建設省九州地方建設局筑後川工事事務所提供）

平成4年1月 平成4年9月 平成6年9月（旱越年）

　河口
i一2．257m）

最高5．31m

i標高2．553m）

最高5．84m

i標高3．083m）

最高5．80m

i標高3．043m）

※ゼロ首回
　最低0．18m

i標高一2．577m）

　最低0．44m

i標高一2．317m）

　最低0．58m

i標高一2．177m）

最高4．63m 最高5．07m 最高4．96m

紅粉屋 （標高2．613m） （標高3．053m） （標高2，993m）

（一2．017m） 最低一〇．43m 最低一〇．16m 最低一〇．06m

（標高一2．447m） （標高一2．177m） （標高一2．077m）

最高4．66m 最高5．08m 最高5．05m
若　津 （標高2．612m） （標高3．032m） （標高3．002m）

（一2．048m） 最低0．00m 最低0，05m 最低0．14m
（標高一2．048m） （標高一1．998m） （標高一1．908m）

あ
る
（
筑
後
川
の
潮
位
に
つ
い
て
は
表
3
お
よ
び
服
部
「
柳
川
の
地
名
地

図
」
〈
『
地
図
の
中
の
柳
川
』
三
六
頁
〉
）
。

　
大
詫
間
の
よ
う
な
有
明
海
に
近
接
し
た
村
で
あ
っ
て
も
、
雨
が

多
い
と
き
で
あ
れ
ば
、
満
潮
時
で
も
筑
後
川
に
塩
水
が
入
る
こ
と

は
な
い
。
し
か
し
旱
天
続
き
に
な
れ
ば
、
大
潮
の
時
に
は
塩
水
が

入
り
や
す
い
。
カ
ラ
マ
（
小
潮
）
で
は
水
位
が
低
く
、
ク
リ
ー
ク

に
ア
オ
を
入
れ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
大
潮
の
満
潮
時
に
ア
オ
を

取
る
が
、
塩
分
が
入
ら
な
い
よ
う
に
二
重
、
三
重
の
仕
掛
け
が
あ

っ
た
。
ま
ず
取
り
入
れ
口
は
島
の
最
奥
、
上
流
部
（
福
岡
県
境
）

に
あ
っ
た
が
、
少
し
で
も
塩
分
の
進
入
を
防
ぐ
た
め
、
堤
防
の
外

側
に
あ
る
「
よ
し
の
」
（
藍
の
原
）
の
中
に
、
上
流
に
向
け
て
い
っ

ぱ
い
ま
で
水
路
（
導
水
溝
）
が
延
ば
し
て
あ
っ
た
。
こ
れ
が
第
一

の
防
潮
装
置
で
、
最
上
流
、
村
と
し
て
の
限
界
に
な
る
上
流
位
置

に
、
取
水
口
と
用
水
路
を
設
け
て
い
た
。

　
そ
し
て
水
路
と
堤
防
と
の
交
点
に
、
つ
ま
り
堤
防
本
体
の
中
に

上
げ
下
げ
の
ド
ト
ロ
（
蝶
番
〈
チ
ョ
ゥ
ツ
ガ
イ
〉
に
よ
る
自
動
開
閉
式
の

樋
門
）
が
設
置
し
て
あ
っ
た
。
ド
ト
ロ
は
海
の
側
の
潮
位
が
上
が

れ
ば
閉
ま
り
、
干
潮
時
に
は
陸
側
の
悪
水
（
ポ
リ
の
な
か
の
排
水
）
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の
水
圧
で
、
開
く
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
ア
オ
を
取
る
の
は
大
潮
の
時
で
、
ド
ト
ロ
の
口
を
セ
ビ
（
シ
ェ
ビ
）
と
い
う
滑

車
を
使
っ
て
、
杭
に
か
け
た
ロ
ー
プ
で
引
っ
張
り
、
開
け
て
お
く
。
昇
っ
て
き
た
ア
オ
を
こ
の
と
き
に
取
る
。
客
気
番
は

舐
め
て
塩
味
の
な
い
こ
と
を
確
認
す
る
。
ア
オ
取
り
の
風
物
詩
と
し
て
よ
く
取
り
上
げ
ら
れ
る
風
景
は
、
こ
の
と
き
の
も

の
だ
。
井
樋
番
は
い
よ
い
よ
と
い
う
と
き
ま
で
ア
オ
を
一
杯
に
取
る
。
旱
魑
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
ア
オ
取
り
の
時
間
は
短

い
。
ロ
ー
プ
を
は
ず
し
て
ド
ト
ロ
の
口
を
閉
め
る
と
き
は
、
外
の
水
嵩
も
増
え
て
い
る
。
「
堤
防
の
く
え
（
崩
）
や
せ
ん

か
と
い
う
ご
と
、
地
響
き
の
す
る
と
で
す
よ
」
と
は
江
口
秀
雄
氏
（
昭
和
三
年
生
ま
れ
）
の
お
話
で
あ
る
。

　
そ
し
て
さ
ら
に
堤
防
の
内
側
に
水
路
が
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
作
ら
れ
て
、
そ
こ
に
観
音
開
き
と
呼
ば
れ
る
第
二
の
井

樋
が
あ
っ
た
。
ド
ト
ロ
か
ら
観
音
開
き
ま
で
の
水
路
に
は
誤
っ
て
塩
分
が
入
る
可
能
性
は
あ
っ
た
。
稲
に
は
器
械
で
し
か

測
定
で
き
な
い
よ
う
な
塩
分
も
毒
で
あ
る
（
塩
分
濃
度
○
・
三
％
以
上
で
塩
害
）
。
ま
し
て
人
間
の
味
覚
に
感
じ
る
よ
う
な
塩

水
は
稲
に
使
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
井
三
番
が
最
後
に
入
れ
た
水
は
毒
で
あ
る
。
そ
う
し
た
水
は
五
百
メ
ー
ト
ル
の
水
路

に
悪
水
と
し
て
貯
え
て
お
く
。
こ
の
毒
水
（
塩
水
）
が
真
水
を
押
し
上
げ
て
、
田
ま
で
行
く
こ
と
は
な
い
。
真
水
と
混
じ

り
合
っ
て
希
釈
も
さ
れ
る
し
、
な
に
よ
り
そ
の
貯
水
は
田
に
は
引
水
し
な
い
。

　
観
音
開
き
ま
で
の
悪
水
路
内
で
問
題
は
解
決
さ
れ
る
。
観
音
開
き
よ
り
内
側
の
、
田
へ
の
水
路
に
ま
で
塩
気
の
あ
る
水

が
入
る
こ
と
は
な
い
。
毒
水
は
こ
こ
ま
で
で
止
ま
る
。
塩
水
が
入
る
よ
り
も
何
十
分
も
前
に
入
っ
た
安
全
な
真
水
だ
け
が

観
音
開
き
の
調
髪
を
通
過
し
、
そ
の
先
で
水
田
に
取
水
さ
れ
る
。
二
重
、
三
重
に
塩
害
阻
止
の
施
設
が
あ
っ
た
。

　
近
世
の
干
拓
地
、
自
然
状
態
で
は
海
の
底
に
な
る
河
口
の
村
。
筑
後
川
最
下
流
の
こ
こ
大
詫
間
で
は
、
ア
オ
を
取
る
こ

と
は
、
た
し
か
に
高
度
な
技
術
と
、
そ
し
て
安
全
管
理
の
た
め
の
厳
重
な
装
置
を
必
要
と
し
た
。
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シ
オ
（
ア
オ
）
の
地
理
性
　
そ
の
3
1
六
角
川

　
等
し
く
有
明
海
に
注
ぎ
、
か
つ
シ
オ
取
水
を
行
っ
て
い
る
と
は
い
え
、
筑
後
川
と
六
角
川
で
は
か
な
り
様
相
が
違
う
。

六
角
川
流
域
で
は
全
面
的
に
シ
オ
に
依
拠
す
る
村
は
な
い
よ
う
で
、
溜
池
灌
概
を
基
本
と
し
、
シ
オ
は
そ
の
補
完
用
水
と

し
て
用
い
る
。
六
角
川
の
下
流
域
、
白
石
町
大
渡
あ
た
り
で
は
「
カ
ラ
マ
」
（
汐
の
動
き
が
最
も
少
な
い
小
潮
の
時
、
旧
暦
の
七

日
、
二
十
二
日
前
後
）
に
川
の
水
の
上
部
に
の
っ
て
い
る
、
一
尺
幅
ほ
ど
の
真
水
を
取
水
す
る
。
こ
れ
は
筑
後
川
流
域
が
大

潮
の
臼
、
旧
暦
の
一
日
、
十
五
日
の
前
後
に
と
っ
て
い
る
こ
と
と
は
大
き
な
違
い
だ
。
そ
の
理
由
は
大
潮
の
時
に
取
水
す

る
と
塩
分
が
濃
す
ぎ
る
水
が
入
る
か
ら
だ
と
い
う
。
六
角
川
下
流
の
場
合
、
大
潮
の
時
に
は
海
の
干
満
作
用
で
激
し
く
水

が
概
…
絆
さ
れ
、
塩
分
が
混
じ
る
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
だ
。

　
大
渡
で
は
ド
ド
ロ
（
ド
ト
ロ
に
同
じ
、
桜
の
材
で
作
る
）
を
、
シ
オ
取
り
の
川
と
六
角
川
と
の
接
点
に
設
け
て
い
た
。
旱
越

が
続
き
、
堤
の
水
が
空
に
な
っ
た
と
き
、
カ
ラ
マ
の
満
潮
時
に
古
老
（
水
偏
）
が
汐
を
口
に
含
み
、
こ
れ
な
ら
よ
か
ろ
う

と
言
え
ば
、
ド
ド
ロ
の
口
を
竹
で
開
け
て
シ
オ
を
取
っ
た
。
ド
ト
ロ
は
江
戸
時
代
の
文
献
に
も
見
え
て
い
る
（
服
部
『
景

観
に
さ
ぐ
る
中
世
』
三
部
一
章
、
二
九
六
頁
）
。
だ
が
大
潮
の
時
に
は
使
え
な
い
。
ド
ド
ロ
は
自
動
式
で
は
あ
る
が
ド
ド
二
番
が

付
い
た
。
大
潮
に
さ
し
か
か
る
前
に
ド
ド
ロ
番
が
ド
ド
ロ
に
懊
を
打
ち
込
み
、
封
じ
て
お
く
。
カ
ラ
マ
の
時
の
み
開
く
。

そ
し
て
引
水
し
た
水
も
、
そ
の
ま
ま
で
は
塩
気
が
強
す
ぎ
る
た
め
、
溜
池
の
水
と
混
ぜ
合
わ
せ
て
使
っ
た
。

　
大
渡
の
一
つ
下
流
の
村
で
あ
る
下
蓑
具
に
な
る
と
ま
た
様
子
が
違
う
。
こ
こ
で
は
オ
キ
シ
オ
（
起
き
汐
）
に
シ
オ
を
取

っ
た
。
つ
ま
り
旧
の
十
日
か
ら
十
二
日
ぐ
ら
い
ま
で
、
小
潮
か
ら
大
潮
に
さ
し
か
か
る
と
き
、
汐
が
高
く
な
り
だ
す
と
き

に
取
る
と
い
う
。
下
留
具
の
う
ち
で
も
北
古
賀
は
下
汐
具
袋
と
も
呼
ば
れ
る
。
蛇
行
す
る
六
角
川
が
三
方
を
囲
む
「
袋
」

の
よ
う
な
村
で
、
ま
わ
り
を
川
が
流
れ
て
い
る
。
村
を
め
ぐ
る
川
に
は
わ
ず
か
な
高
低
差
が
あ
る
。
東
側
、
つ
ま
り
下
流

エ306風土と歴史



側
で
は
シ
オ
取
り
の
条
件
は
厳
し
く
、
旱
越
に
は
塩
分
が
混
じ
っ
て
取
れ
な
い
こ
と
も
あ
っ
た
。
し
か
し
そ
ん
な
と
き
で

も
上
流
、
西
側
の
プ
ー
ソ
と
呼
ば
れ
る
樋
管
か
ら
は
シ
オ
が
取
れ
た
。
プ
ー
ソ
に
は
満
潮
潮
位
の
す
ぐ
下
の
位
置
に
マ
ネ

キ
（
招
き
扉
に
よ
る
自
動
樋
門
）
が
あ
り
、
シ
オ
を
取
る
と
き
は
、
竹
で
扉
を
上
に
吊
り
上
げ
て
取
っ
た
。
マ
ネ
キ
は
汐
マ

ネ
キ
と
も
ド
ト
ロ
と
も
言
っ
た
。

　
な
お
オ
キ
シ
オ
だ
け
で
は
な
く
、
カ
レ
ク
チ
（
大
潮
か
ら
小
潮
に
さ
し
か
か
る
と
き
）
に
も
取
る
と
い
う
人
も
い
た
く
以
上

大
渡
に
つ
い
て
は
徳
永
英
次
、
西
岡
龍
左
衛
（
明
治
三
十
九
）
、
下
図
旦
ハ
に
つ
い
て
は
武
富
又
巳
（
大
正
六
）
、
武
富
久
明
（
昭

和
八
）
、
小
松
毅
一
（
区
長
）
の
各
氏
ら
の
話
に
よ
る
〉
。

　
筑
後
川
と
六
角
川
で
は
川
の
規
模
・
流
水
量
が
違
い
す
ぎ
る
。
筑
後
川
で
は
全
面
的
に
シ
オ
に
依
拠
し
大
潮
に
引
水
し

た
。
水
量
の
少
な
い
六
角
川
で
は
下
汐
作
用
が
あ
っ
て
、
潮
水
が
混
じ
り
や
す
か
っ
た
。
そ
れ
で
池
水
が
乏
し
く
な
っ
た

と
き
の
み
シ
オ
を
用
い
、
そ
れ
も
カ
ラ
マ
か
ら
オ
キ
シ
オ
に
し
か
引
か
な
か
っ
た
。
そ
の
ま
ま
で
は
使
わ
ず
、
池
水
を
足

し
て
混
ぜ
て
塩
分
を
安
全
度
ま
で
希
釈
し
た
。
川
の
水
量
は
も
ち
ろ
ん
、
引
け
る
シ
オ
の
量
、
安
定
度
に
雲
泥
の
差
が
あ

っ
た
。

シ
オ
（
ア
オ
）
の
歴
史
性
と
地
域
差

　
こ
の
よ
う
に
み
て
く
る
と
シ
オ
（
ア
オ
）
は
簡
単
に
引
け
る
と
こ
ろ
と
、
そ
う
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
こ
と
が
良

く
わ
か
る
。
感
潮
河
川
（
干
満
作
用
の
影
響
を
受
け
る
河
川
）
で
あ
り
さ
え
ず
れ
ば
、
ど
こ
で
も
シ
オ
（
ア
オ
）
を
取
れ
る
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
塩
水
撹
絆
の
影
響
を
受
け
ず
、
塩
水
も
河
口
で
遮
ら
れ
て
上
が
る
こ
と
が
で
き
な
い
、
水
量
豊
富
　
　
3
1

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

な
大
河
川
で
あ
る
こ
と
。
そ
れ
が
シ
オ
取
水
の
条
件
だ
っ
た
。
ダ
ム
も
大
堰
も
な
い
時
代
の
筑
後
川
の
水
は
豊
富
だ
っ
た
。



く
わ
え
て
蛇
行
の
た
め
真
水
の
滞
留
時
間
は
長
く
、
シ
オ
の
利
用
で
き
る
地
域
は
、
今
日
よ
り
も
は
る
か
に
上
流
ま
で
あ

っ
た
。
筑
後
川
ほ
ど
シ
オ
灌
概
に
適
し
た
川
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　
現
地
で
の
観
察
に
よ
れ
ば
、
通
常
の
水
が
豊
富
な
年
に
は
、
用
水
路
で
あ
る
ホ
イ
（
ク
リ
ー
ク
）
の
水
面
と
田
の
面
と

に
そ
れ
ほ
ど
の
比
高
差
は
な
か
っ
た
。
肉
眼
で
み
る
か
ぎ
り
、
ど
ち
ら
が
高
い
の
か
わ
か
ら
な
か
っ
た
。
打
桶
で
十
分
に

揚
水
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。
場
合
に
よ
っ
て
は
打
桶
を
用
い
な
く
と
も
揚
水
・
引
水
が
で
き
た
。

こ
う
し
た
と
こ
ろ
で
は
シ
オ
取
水
は
容
易
だ
っ
た
。
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シ
オ
の
歴
史
性

　
そ
の
一
　
シ
オ
に
依
拠
す
る
荘
園
、
川
副
庄

　
以
上
シ
オ
の
地
理
性
と
歴
史
性
の
関
連
を
見
た
が
、
次
に
は
歴
史
的
な
資
料
に
よ
り
つ
つ
、
打
桶
に
よ
り
揚
水
し
て
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
河
）

た
と
推
定
さ
れ
る
段
階
の
シ
オ
の
歴
史
を
考
え
て
み
た
い
。
筑
後
川
の
下
流
域
に
肥
前
国
川
副
庄
が
存
在
し
た
。
そ
の
故

地
は
現
佐
賀
県
諸
富
町
の
う
ち
中
東
川
副
町
、
現
佐
賀
市
の
う
ち
旧
北
川
副
町
、
現
川
副
町
（
旧
中
川
副
町
、
西
川
副
町
、
南

川
副
町
）
「
帯
と
考
え
ら
れ
る
。
条
里
地
名
で
あ
る
坪
地
名
（
一
の
坪
、
九
の
坪
、
＋
五
、
二
食
チ
な
ど
）
が
典
型
的
に
残
る
地

域
で
あ
り
、
全
面
的
に
シ
オ
に
依
拠
す
る
地
域
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
シ
オ
以
外
の
灌
概
水
源
は
考
え
ら
れ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
川
）

　
正
応
五
年
（
一
二
九
二
）
の
肥
前
国
大
田
文
（
『
鎌
倉
遺
文
』
一
＝
二
巻
一
七
九
八
四
）
で
は
河
副
庄
は
＝
千
六
十
七
丁
一
反
」

と
な
っ
て
い
る
。
条
里
一
里
で
三
六
丁
だ
か
ら
お
よ
そ
三
〇
里
分
に
相
当
す
る
。
今
日
の
諸
富
・
川
副
地
区
の
条
里
里
数

を
数
え
て
み
て
も
、
合
計
三
〇
里
を
わ
ず
か
に
上
ま
わ
る
程
度
で
は
な
い
か
。
『
長
秋
記
』
大
治
五
年
目
一
一
三
〇
）
七
月

二
十
日
条
に
は
「
最
勝
寺
領
河
副
庄
の
本
数
は
二
千
石
、
し
か
し
新
立
の
荘
園
で
あ
る
か
ら
八
○
○
石
が
到
来
し
た
の



み
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
ふ
つ
う
荘
園
の
田
数
は
半
分
ほ
ど
が
疋
田
、
免
田
あ
る
い
は
不
作
と
な
り
、
残
り
、
つ
ま
り
半

分
の
田
数
に
対
し
て
、
本
田
な
ら
ば
三
～
四
斗
、
新
田
な
ら
ば
一
～
二
斗
の
斗
代
（
領
家
年
貢
）
が
か
か
る
。
そ
こ
で
｝

○
○
○
丁
の
半
分
五
〇
〇
丁
が
年
貢
を
負
担
す
る
田
で
、
平
均
四
斗
代
だ
っ
た
と
仮
定
し
て
計
算
す
れ
ば
、
本
年
貢
二
〇

〇
〇
石
な
ら
ば
一
〇
〇
〇
丁
の
荘
園
だ
っ
た
こ
と
に
な
る
。
大
田
文
の
数
値
に
一
致
す
る
。
開
発
は
古
く
、
条
里
の
施
工

も
早
期
に
実
施
さ
れ
て
お
り
、
今
日
の
諸
富
・
川
副
の
典
型
条
里
の
ほ
と
ん
ど
は
平
安
期
に
は
作
ら
れ
、
耕
作
さ
れ
て
い

た
。シ

オ
の
歴
史
性

　
そ
の
2
　
神
崎
庄
新
田
里
の
用
作
畠

　
佐
賀
県
神
埼
郡
千
代
田
町
用
作
は
史
料
上
の
「
神
崎
庄
蒲
田
郷
加
納
篇
章
」
の
故
地
に
比
定
さ
れ
る
。
た
と
え
ば
正
応

二
年
（
一
二
八
九
）
の
南
文
書
（
『
鎌
倉
遺
文
』
二
二
巻
一
六
九
二
六
）
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

　
　
畠
地

　
　
　
　
蒲
田
郷
加
納
用
作
所

　
　
　
　
　
新
田
里

　
　
　
　
　
　
六
坪
三
段
二
丈
内

　
神
崎
庄
の
新
田
里
と
呼
ば
れ
る
新
田
地
帯
の
な
か
に
さ
え
、
畠
が
多
く
み
ら
れ
た
。
今
日
で
は
一
面
の
水
田
で
あ
る
。

近
世
に
も
そ
う
し
た
景
観
が
卓
越
し
て
い
た
と
読
み
と
り
う
る
ク
リ
ー
ク
地
域
で
あ
っ
て
も
、
中
世
に
は
畠
（
畑
）
が
か
　
　
詔

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

な
り
多
か
っ
た
。
条
里
地
割
地
内
と
い
っ
て
も
、
水
田
化
さ
れ
て
い
な
い
地
域
も
多
か
っ
た
。



　
畑
田
と
い
う
地
名
は
各
地
に
あ
る
普
遍
的
な
地
名
で
は
あ
る
が
、
ク
リ
ー
ク
地
帯
に
も
多
く
、
ま
た
シ
隆
替
慨
地
域
に

も
多
い
（
田
島
西
分
、
巨
勢
東
分
、
太
田
な
ど
）
。
揚
水
技
術
の
発
達
に
つ
れ
て
、
高
燥
地
が
水
田
化
さ
れ
て
い
っ
た
過
程
を

語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

シ
オ
の
歴
史
性

　
そ
の
3
　
中
世
の
村
、
三
根
郡
西
島
・
矢
指
の
ク
リ
ー
ク
村
落
と
シ
オ
灌
概
、
特
に
高
潮
入
地
名
（
タ
カ
ジ
ョ
イ
）
を
め

　
　
　
　
　
ぐ
っ
て

　
次
に
具
体
的
な
ク
リ
ー
ク
村
落
、
シ
オ
灌
概
地
域
を
素
材
と
し
て
、
中
世
景
観
の
復
原
を
行
っ
て
み
た
い
。
フ
ィ
ー
ル

ド
は
三
根
郡
西
嶋
郷
。
中
世
文
書
「
光
浄
寺
文
書
」
（
『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
5
所
収
）
に
登
場
す
る
地
域
だ
。
光
浄
寺
は
三
根

町
西
島
に
あ
る
禅
宗
南
禅
寺
派
の
伽
藍
で
、
西
嶋
郷
故
地
の
中
心
地
で
あ
る
。
こ
の
西
島
は
ク
リ
ー
ク
地
帯
に
あ
り
、
ま

た
シ
オ
取
水
地
域
で
も
あ
る
。

　
こ
の
寺
の
古
文
書
に
は
、
信
仰
が
篤
か
っ
た
在
地
の
領
主
、
織
部
氏
（
宗
全
お
よ
び
成
基
）
が
、
南
北
朝
期
の
貞
和
六
年

（一

O
五
〇
）
の
十
月
お
よ
び
十
二
月
、
光
浄
寺
に
寄
進
し
た
土
地
に
関
わ
る
史
料
が
残
っ
て
い
る
（
『
南
北
朝
遺
文
』
九
州
編

三
巻
、
二
九
〇
四
、
二
九
六
〇
、
二
九
六
一
）
。
こ
れ
等
の
土
地
が
寺
領
の
基
礎
に
な
っ
て
い
っ
た
。
立
楽
氏
は
中
津
隈
庄
興
部
、

い
ま
の
北
茂
安
町
板
部
を
根
拠
地
と
し
て
い
た
三
根
郡
の
領
主
と
思
わ
れ
る
。
板
部
は
西
島
の
三
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
北
に
な

る
が
、
西
島
の
光
浄
寺
近
く
や
田
中
村
に
も
屋
敷
が
あ
っ
て
、
一
帯
に
か
な
り
の
勢
力
が
あ
っ
た
ら
し
い
（
＊
志
津
と
同
族

と
推
定
さ
れ
る
承
全
の
屋
敷
が
光
浄
寺
の
敷
地
粟
古
賀
の
近
く
に
あ
っ
た
し
、
ま
た
田
中
村
に
は
本
屋
敷
が
あ
っ
た
〈
前
掲
板
部
成
基
申

状
〉
）
。

1346風土と歴史



　
そ
の
所
領
は
大
別
し
て
三
つ
か
ら
成
る
。

　
（
1
）
　
西
島
郷
内
弥
吉
名
（
そ
の
う
ち
に
元
安
吉
名
、
元
安
松
名
、
元
松
富
名
な
ど
を
含
む
）

　
（
2
）
　
矢
俣
保
内
弥
吉
名
（
そ
の
う
ち
に
元
犬
丸
名
、
元
友
永
名
を
含
む
）

　
（
3
）
　
他
庄
分
弥
吉
名
（
中
津
隈
庄
、
三
瀦
庄
）

　
西
島
郷
、
小
俣
保
、
と
も
に
「
郷
」
、
「
保
」
で
あ
っ
て
国
衙
領
で
あ
る
。
（
3
）
は
庄
領
だ
が
、
（
1
）
（
2
）
（
3
）
は

み
な
同
じ
名
前
の
弥
吉
名
で
あ
る
か
ら
、
元
来
は
同
一
の
も
の
が
分
割
さ
れ
た
の
か
、
あ
る
い
は
逆
に
寺
領
と
し
て
成
立

し
た
段
階
で
一
つ
の
名
が
成
立
し
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
西
島
郷
は
近
世
の
西
島
村
に
相
当
し
よ
う
が
、
今
の
西
島
は
大

き
く
本
分
、
西
分
、
田
島
、
田
中
、
東
分
の
五
つ
か
ら
成
っ
て
い
る
。
そ
し
て
（
1
）
の
中
世
西
島
品
分
と
し
て
古
文
書

に
書
き
あ
げ
ら
れ
た
地
名
は
、
実
際
、
今
も
聞
き
取
り
調
査
を
行
う
な
ら
ば
、
西
島
の
各
村
々
で
検
出
で
き
る
。
即
ち

本
分
一
溝
越
、
蠣
塚
（
「
か
き
つ
か
」
と
も
、
「
か
け
つ
か
」
と
も
い
う
）
、
高
田

西
分
－
苗
代
田
（
苗
代
田
は
ほ
か
に
東
分
に
も
あ
る
）
、
堂
波
須
波
（
ど
う
ば
す
ば
）
、

　
　
　
馬
渡
（
「
も
う
た
い
」
ば
し
）
、
島
町
、
泉
前
（
泉
屋
敷
と
い
う
地
名
が
残
る
）

な
ど
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
な
お
こ
の
（
1
）
・
（
2
）
は
そ
の
後
も
光
浄
寺
の
根
幹
所
領
と
し
て
中
世
を
通
じ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
地
を
対

象
と
し
た
天
正
十
六
年
（
一
五
八
八
）
の
検
地
帳
も
残
っ
て
い
る
。
即
ち
「
光
浄
寺
領
弥
吉
名
」
検
地
帳
で
あ
る
（
上
記

『
佐
賀
県
史
料
集
成
』
に
は
未
収
録
、
佐
賀
県
立
図
書
館
所
蔵
筆
記
原
稿
「
肥
前
国
三
根
郡
西
島
村
光
浄
寺
領
弥
吉
名
検
地
帳
」
に
よ
っ
た
）
。

こ
れ
に
記
さ
れ
た
地
名
は
上
記
に
加
え
て
、
さ
ら
に
多
く
検
出
で
き
る
。

本
分
－
亀
ノ
甲
、
鐘
崎
、
溝
越
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西
分
一
前
田
、
畠
田

田
中
一
野
田
、
横
枕

（
2
）
に
つ
い
て
は
今
日
矢
俣
と
い
う
村
は
な
い
が
、
矢
俣
八
幡
神
社
が
あ
る
。
こ
の
氏
子
の
範
囲
が
、
近
世
の
矢
俣
郷

に
相
当
す
る
。
今
日
の
南
島
、
天
爵
寺
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
慶
長
十
年
（
一
六
〇
五
）
の
肥
前
国
国
絵
図
（
天
保
の
写
）
で

も
西
島
の
南
、
筑
後
川
ま
で
の
問
が
「
矢
俣
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
（
2
）
に
は
田
島
、
田
中
な
ど
明
ら
か
に

西
島
の
内
で
あ
る
地
名
も
含
ま
れ
て
い
る
。
か
な
り
錯
綜
し
た
入
り
組
み
状
況
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
な
お
天
正
検
地
帳
に
も
「
矢
俣
の
分
」
と
し
て
記
さ
れ
た
土
地
が
あ
り
、

　
　
高
塩
入
、
横
枕

な
ど
の
地
名
が
、
南
島
や
浜
田
で
検
出
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ょ
う
ず

　
さ
て
西
島
の
う
ち
東
分
は
シ
オ
の
み
に
依
拠
す
る
村
で
あ
る
。
他
の
四
つ
、
本
分
、
西
分
、
田
島
、
田
中
は
寒
水
川
の

上
流
、
中
原
町
綾
部
の
溜
池
の
水
を
慣
行
上
の
灌
概
水
源
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
低
地
に
あ
る
た
め
、
実
際
に
は
上
流
か

ら
の
余
水
が
主
で
あ
る
。
そ
し
て
補
完
的
に
シ
オ
を
用
い
る
。
ま
た
南
島
ほ
か
旧
冥
慮
郷
に
属
す
る
地
域
は
シ
オ
の
み
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
つ
う
じ
え

依
拠
す
る
村
で
あ
る
。
北
か
ら
流
れ
て
く
る
水
は
通
瀬
川
に
よ
っ
て
断
ち
切
ら
れ
、
こ
こ
ま
で
流
れ
て
こ
な
い
か
ら
で
あ

る
。
ど
う
考
え
て
も
矢
俣
郷
の
南
島
な
ど
で
は
シ
オ
を
利
用
し
な
け
れ
ば
、
中
世
景
観
は
成
立
し
ま
い
。
ク
リ
ー
ク
や
シ

オ
に
よ
り
規
定
さ
れ
る
耕
地
景
観
・
風
土
が
、
い
つ
の
時
代
ま
で
遡
り
う
る
の
か
、
こ
こ
で
の
課
題
が
再
度
浮
上
す
る
。

　
こ
の
点
を
検
討
し
う
る
材
料
も
光
浄
寺
文
書
の
中
に
残
さ
れ
て
い
る
。

ま
ず
は
ク
リ
ー
ク
に
つ
い
て
。
元
弘
三
年
（
一
三
三
三
）
八
月
二
十
一
日
の
沙
弥
三
号
田
地
売
券
（
『
鎌
倉
遺
文
』
四
一
巻
三
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
い
し

四
九
『
）
。
西
島
郷
大
分
名
の
う
ち
の
田
地
を
売
却
し
て
い
る
が
、
そ
の
四
至
（
四
方
の
境
界
）
に
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東
ハ
か
き
る
ほ
り
、
（
略
）
残
と
こ
ろ
ハ
ほ
り
の
き
た
の
き
し

と
あ
る
。
大
分
名
の
所
在
地
は
わ
か
ら
な
い
が
、
西
島
の
内
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ち
が
い
な
い
。
こ
の
低
平
な
地
域
で

「
ほ
り
」
と
い
え
ば
ク
リ
ー
ク
以
外
に
は
な
い
。
ク
リ
ー
ク
の
存
在
は
ま
ず
鎌
倉
末
期
ま
で
は
、
文
献
上
で
も
遡
る
こ
と

が
で
き
た
。

　
つ
ぎ
に
シ
オ
に
つ
い
て
。
前
掲
足
利
直
冬
の
裏
書
安
堵
の
あ
る
貞
和
六
年
（
一
三
五
〇
）
師
部
成
基
安
堵
申
状
に
、
矢

俣
保
内
と
し
て

　
　
一
所
陸
反
高
塩
入

と
あ
っ
た
。
「
高
塩
入
」
地
名
が
天
正
期
の
史
料
に
も
登
場
す
る
こ
と
は
既
述
し
た
。
「
高
シ
オ
イ
リ
」
の
地
名
は
納
江
お

よ
び
浜
田
に
ま
た
が
っ
て
存
在
す
る
地
名
「
タ
カ
ジ
ョ
イ
」
が
該
当
し
よ
う
。
九
州
で
は
S
音
が
S
Y
音
に
な
り
（
先
生

が
シ
ェ
ン
シ
ェ
エ
）
、
R
I
音
の
R
が
弱
く
な
っ
て
1
音
に
な
る
（
ポ
リ
が
ホ
イ
）
。
ω
一
〇
一
丁
は
「
ω
団
。
一
シ
ョ
イ
」
に
な
る
。
こ

の
「
シ
オ
イ
リ
」
が
誰
っ
て
「
シ
ェ
イ
」
に
な
る
こ
と
も
あ
る
（
西
島
東
分
な
ど
）
。
佐
賀
県
に
は
各
地
に
神
水
川
（
シ
オ
イ

ガ
ワ
）
が
あ
る
が
、
た
い
て
い
シ
エ
イ
ガ
ワ
と
い
う
。
そ
れ
に
同
じ
だ
。

　
み
た
よ
う
に
こ
の
あ
た
り
で
は
ア
オ
と
は
い
わ
ず
「
シ
オ
」
と
い
っ
て
い
る
。
西
島
か
ら
乙
矢
豊
郷
に
か
け
て
の
「
し

お
い
り
」
は
シ
オ
の
入
っ
て
く
る
川
を
い
う
。
納
江
と
浜
田
に
ま
た
が
っ
て
残
る
地
名
「
タ
カ
ジ
ョ
イ
」
こ
そ
光
浄
寺
文

書
の
「
高
塩
入
」
に
違
い
な
い
が
、
そ
こ
は
シ
オ
（
ア
オ
）
の
入
っ
て
く
る
ク
リ
ー
ク
の
先
端
に
該
当
す
る
。
し
た
が
っ

て
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
南
北
朝
期
の
矢
俣
郷
で
は
シ
オ
（
汐
）
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
、
シ
オ
（
汐
）
も
文
献
上
南
北

朝
初
期
ま
で
は
遡
る
こ
と
が
あ
き
ら
か
に
な
っ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
3
7

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ

　
こ
の
時
期
の
光
浄
寺
文
書
に
は
西
島
郷
に
国
衙
の
井
料
が
存
在
し
た
こ
と
を
示
す
も
の
が
数
点
あ
る
。
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暦
応
元
年
「
こ
く
か
の
い
れ
う
め
ぬ
二
た
ん
お
あ
い
そ
ゑ
」
（
国
衙
の
井
料
免
二
反
を
相
副
）

　
元
弘
三
年
「
國
方
い
れ
（
う
）
」

　
元
徳
二
年
「
み
れ
う
め
ん
」
「
く
に
み
や
の
な
し
も
の
」

　
公
領
だ
か
ら
国
衙
が
井
料
を
負
担
し
た
。
国
衙
井
料
の
実
態
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
（
1
）
三
鼎
用
の
た
め
池
の
維

持
管
理
、
な
い
し
は
（
2
）
シ
オ
を
貯
水
す
る
井
樋
の
管
理
に
莫
大
な
経
費
が
か
か
り
、
国
衙
の
直
接
の
援
助
（
そ
れ
に

相
当
す
る
免
田
の
設
定
）
が
必
要
だ
っ
た
、
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。
後
者
か
も
し
れ
な
い
。

エ406風土と歴史

シ
オ
（
ア
オ
）
灌
瀧
の
歴
史
を
考
え
る

　
以
上
、
河
副
庄
に
み
る
よ
う
な
、
シ
オ
（
ア
オ
）
灌
概
地
域
に
お
け
る
条
里
の
卓
越
し
た
施
行
、
シ
オ
灌
概
域
に
存
在

す
る
荘
園
が
早
く
か
ら
年
貢
を
負
担
し
う
る
生
産
力
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
、
ま
た
光
浄
寺
領
に
み
る
よ
う
な
、
シ
オ
取
り

用
の
ク
リ
ー
ク
と
考
え
ら
れ
る
「
シ
オ
イ
リ
」
が
中
世
の
文
献
に
も
登
場
す
る
こ
と
、
た
だ
し
今
日
の
よ
う
に
水
田
ば
か

り
が
拡
が
る
景
観
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
神
崎
庄
に
見
る
よ
う
に
、
畑
も
存
在
し
て
い
た
こ
と
等
を
見
た
。
シ
オ
．

ア
オ
灌
慨
が
古
代
中
世
に
も
、
こ
の
地
域
の
主
た
る
灌
慨
形
態
で
あ
っ
た
と
考
え
る
。

　
こ
の
地
特
有
の
自
然
現
象
、
す
な
わ
ち
シ
オ
に
依
拠
す
る
農
業
技
術
は
確
実
に
存
在
し
た
。
大
自
然
が
も
た
ら
す
定
期

便
シ
オ
。
そ
れ
を
利
用
す
る
知
恵
は
早
く
か
ら
人
々
に
は
備
わ
っ
て
い
た
。
シ
オ
取
り
川
は
江
湖
（
エ
ゴ
、
筑
後
川
の
小
支

流
）
を
ク
リ
ー
ク
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
未
開
の
時
代
に
も
満
月
と
新
月
の
月
に
二
度
、
江
湖
を
伝
っ
て
平
野
に
真
水
が

満
ち
満
ち
た
。
天
然
の
ク
リ
ー
ク
で
あ
る
。
大
潮
の
前
後
二
日
つ
つ
、
つ
ま
り
五
日
と
し
て
も
、
一
月
の
内
に
十
日
、
つ

ま
り
三
分
の
一
に
相
当
す
る
日
々
に
シ
オ
は
来
る
。
蛇
行
河
川
の
周
囲
に
は
、
安
定
し
て
真
水
が
供
給
さ
れ
る
。
保
水
期



間
は
短
か
っ
た
も
の
の
、
安
定
し
た
水
の
供
給
が
あ
っ
た
。
そ
こ
に
は
真
水
に
依
拠
す
る
淡
水
性
の
野
生
植
物
が
繁
茂
し

て
い
た
。
ア
シ
・
ヨ
シ
は
背
丈
が
高
く
、
こ
う
し
た
条
件
に
は
有
利
だ
が
、
土
砂
の
堆
積
に
よ
り
微
妙
な
高
低
差
を
も
つ

江
湖
の
周
辺
に
は
、
背
丈
が
低
く
と
も
適
応
で
き
る
植
物
も
あ
っ
た
。
そ
れ
を
見
た
古
代
人
は
か
な
ら
ず
や
そ
こ
に
、
稲

を
栽
培
す
る
可
能
性
を
見
た
。
人
間
は
栽
培
適
地
を
拡
大
す
る
。
最
初
は
土
嚢
で
の
貯
水
か
ら
始
ま
る
。
人
為
的
な
水
の

操
作
が
可
能
に
な
る
。
次
に
は
自
然
状
態
で
水
が
く
る
場
所
以
外
に
も
開
発
の
手
を
伸
ば
す
。
貯
水
技
術
が
向
上
し
、
開

閉
自
由
な
堅
塁
が
設
置
さ
れ
る
。
楽
に
取
れ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
近
世
の
新
田
や
干
拓
地
で
は
、
ム
リ
を
重
ね
、
努

力
を
重
ね
て
ア
オ
（
シ
オ
）
を
取
っ
た
。
そ
こ
で
の
ア
オ
取
水
は
高
度
な
技
術
、
そ
し
て
そ
れ
に
耐
え
う
る
高
度
な
土
木

技
術
の
発
展
に
支
え
ら
れ
て
い
た
。
そ
う
し
た
地
域
の
ア
オ
の
歴
史
は
新
し
い
。
そ
う
し
た
地
域
を
除
け
ば
、
ア
オ
・
シ

オ
は
そ
れ
ほ
ど
に
は
高
度
な
技
術
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
お
そ
ら
く
わ
が
国
の
稲
の
耕
作
の
歴
史
と
、
ほ
と
ん
ど
同
時

の
歴
史
を
有
し
て
い
る
だ
ろ
う
。

　
こ
の
原
始
的
な
シ
オ
灌
慨
を
発
展
し
拡
大
さ
せ
る
た
め
に
は
、
井
樋
（
門
扉
を
開
閉
で
き
る
樋
門
、
ふ
つ
う
は
落
と
し
板
を
用

い
る
）
に
よ
る
貯
水
施
設
（
ほ
り
）
と
、
揚
水
具
と
し
て
の
打
桶
が
必
要
だ
っ
た
。
打
桶
は
簡
単
な
道
具
だ
か
ら
早
い
時
期

か
ら
使
用
さ
れ
て
い
た
。
『
地
方
凡
例
録
』
の
著
者
が
見
た
よ
う
な
、
縦
横
に
走
る
ク
リ
ー
ク
が
あ
り
、
打
桶
に
よ
っ
て

人
々
が
水
を
揚
げ
る
と
い
う
近
世
の
光
景
は
、
中
世
に
も
そ
し
て
お
そ
ら
く
古
代
に
も
、
ほ
と
ん
ど
変
わ
り
は
な
か
っ
た

だ
ろ
う
。

　
井
樋
に
つ
い
て
は
文
献
上
、
鎌
倉
期
の
汐
入
荒
野
の
干
拓
に
も
使
わ
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
播
磨
国
福
井
庄
（
今

の
姫
路
市
東
部
）
、
肥
後
国
八
千
把
庄
（
今
の
八
代
市
北
部
）
な
ど
瀬
戸
内
海
、
八
代
海
に
面
し
た
諸
庄
園
で
は
、
海
浜
の
前

面
に
位
置
す
る
堤
防
（
塩
靹
）
の
一
部
に
井
樋
（
靹
井
樋
）
が
設
け
ら
れ
、
そ
の
維
持
管
理
に
は
井
樋
番
（
樋
守
・
と
い
も
り
）
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が
あ
た
り
、
か
れ
ら
に
は
給
田
・
給
米
（
島
守
給
）
が
与
え
ら
れ
て
い
た
（
服
部
『
景
観
に
さ
ぐ
る
中
世
』
3
部
－
章
、
二
九
四

頁
）
。
直
接
海
の
波
を
受
け
る
堤
防
に
さ
え
も
井
樋
が
設
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
井
樋
の
原
形
は
土
嚢
だ
ろ
う
。
土

俵
、
土
嚢
に
よ
る
碧
雲
の
設
置
は
今
で
も
た
ま
に
見
か
け
る
こ
と
が
あ
る
（
た
い
て
い
は
早
越
の
非
常
時
に
で
あ
る
が
）
。
し
が

ら
を
打
ち
、
石
を
置
き
、
土
嚢
を
置
く
。
ふ
つ
う
の
小
規
模
な
河
川
灌
概
に
み
ら
れ
る
井
堰
と
同
じ
構
造
の
も
の
で
十
分

で
あ
ろ
う
。

　
ご
く
低
い
高
さ
の
堰
（
井
蛙
）
で
も
保
水
期
間
は
飛
躍
的
に
延
び
る
。
や
が
て
こ
れ
が
板
の
開
閉
操
作
だ
け
で
済
む
井

樋
の
設
置
に
移
行
し
て
い
く
。
内
陸
に
あ
る
シ
オ
取
り
用
の
井
樋
は
直
接
に
は
海
の
波
浪
の
攻
撃
を
受
け
な
い
。
海
浜
干

拓
用
の
井
樋
の
登
場
に
先
立
ち
、
早
い
時
期
、
平
安
期
は
も
ち
ろ
ん
、
奈
良
時
代
に
も
、
シ
オ
を
貯
水
す
る
小
さ
な
ダ
ム

と
し
て
の
井
樋
は
作
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
り
、
そ
れ
で
あ
る
が
故
に
川
副
・
諸
富
の
条
里
耕
地
、
川
副
庄
一
千
町
の
耕

地
が
存
在
し
た
。

　
『
長
秋
記
』
の
記
事
で
は
新
型
荘
園
の
た
め
本
年
貢
二
〇
〇
〇
石
の
う
ち
八
○
○
石
し
か
納
入
さ
れ
な
か
っ
た
と
あ
る
。

新
規
の
納
入
体
制
へ
の
切
り
替
え
で
混
乱
が
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
損
免
な
ど
災
害
に
関
わ
る
議
論
、
ま
た
は
赤

米
の
よ
う
な
劣
等
な
品
種
の
栽
培
米
の
換
算
法
な
ど
、
こ
の
地
特
有
の
問
題
が
あ
り
、
て
ま
ど
っ
て
い
た
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
Q

　
『
明
月
記
』
、
嘉
禄
元
年
（
一
二
二
五
）
八
月
十
五
日
条
に

　
　
肥
前
国
御
室
御
領
（
略
）
大
高
定
昇
、
住
人
百
余
人
、
牛
馬
数
百
工
没
、
大
略
向
後
十
余
年
難
二
復
興
ハ
大
損
亡

　
　
云
々
、
凡
鎮
西
云
レ
国
云
レ
荘
、
多
以
損
亡
云
々
、
亡
国
子
壷
、
至
極
之
道
理
欺

と
あ
る
。
肥
前
に
あ
っ
た
御
室
御
領
（
仁
和
寺
領
）
荘
園
と
い
え
ば
、
杵
上
郡
白
石
平
野
、
現
在
の
白
石
町
や
有
明
町
周
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辺
に
あ
っ
た
杵
単
比
や
、
藤
津
郡
に
あ
っ
た
藤
津
庄
（
現
在
の
鹿
島
市
周
辺
）
、
高
来
郡
に
あ
っ
た
伊
佐
早
庄
（
現
在
の
諌
早
市

周
辺
）
、
高
来
東
郷
庄
（
現
在
の
島
原
市
周
辺
）
な
ど
が
あ
る
。
有
明
海
に
面
し
、
い
ず
れ
も
多
く
干
拓
地
が
あ
っ
た
（
七
五
頁

地
図
参
照
）
。
佐
賀
平
野
全
般
に
も
被
害
は
及
ん
だ
だ
ろ
う
が
、
積
極
的
に
自
然
に
立
ち
向
か
っ
た
地
域
が
、
逆
襲
さ
れ
た
。

数
年
に
一
度
は
災
害
が
来
る
こ
と
を
こ
の
地
域
の
人
た
ち
は
覚
悟
し
て
い
た
と
い
う
。
干
拓
地
は
不
安
定
だ
っ
た
が
、
し

か
し
そ
れ
で
も
シ
オ
灌
概
域
は
安
定
耕
地
だ
っ
た
。

　
さ
て
以
上
の
検
討
作
業
を
通
じ
て
神
埼
郡
、
佐
賀
郡
な
ど
の
シ
オ
〔
淡
水
〕
取
水
地
域
、
筑
後
川
に
近
接
し
た
流
域
に
（

な
ぜ
典
型
的
と
も
い
っ
て
よ
い
条
里
制
耕
地
が
見
ら
れ
る
の
か
、
そ
の
理
由
が
判
明
し
た
と
思
う
。
そ
こ
は
シ
オ
に
依
拠

す
る
古
く
か
ら
の
耕
地
な
の
で
あ
る
。
揚
水
具
の
未
発
達
に
よ
り
、
微
高
地
に
畠
は
あ
っ
た
が
、
低
地
は
水
田
化
が
進
め

ら
れ
、
地
割
は
条
里
類
似
の
も
の
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。

　
佐
賀
平
野
全
体
を
概
観
す
れ
ば
、
総
じ
て
山
麓
の
小
河
川
に
依
拠
す
る
地
帯
と
、
そ
し
て
シ
オ
に
依
拠
す
る
筑
後
川
流

域
の
開
発
が
早
く
、
そ
の
中
間
地
、
つ
ま
り
用
水
源
に
乏
し
か
っ
た
今
日
の
典
型
的
な
ク
リ
ー
ク
地
帯
の
方
が
む
し
ろ
開

発
は
遅
れ
、
条
里
の
施
工
も
中
途
半
端
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
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